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西
国
分
寺
駅
北
口
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
が
必
要 

ま
ち
づ
く
り
推
進
地
区
の
指
定
（
平
成
28
年
12
月
） 

西国分寺駅北口周辺地区を，国

分寺市まちづくり条例（以下「条

例」という。）第 20 条に基づき，

まちづくり推進地区（市街地整備

及び都市環境の改善を目的とした

まちづくりを重点的・優先的に推

進する必要がある地区）に指定し

ました。 

まちづくり計画は，地区の将来

像や，公共施設（道路・駅前広場

等）の整備や土地利用の方針等を

定めるものです。 

まちづくり計画の決定により，

まちづくり計画が条例に規定す

る市のまちづくり基本計画の一

つに位置づけられ，地区における

将来の様々な計画や事業につい

ては，これを基本として進めてい

くこととなります。 

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
検
討 

西国分寺駅北口周辺地区のま

ちづくり計画を策定するための

検討組織として，市民公募委員，

自治会の推薦者，関連団体の推薦

者，学識経験者，市職員で構成す

る，「西国分寺駅北口周辺まちづ

くり協議会」を設置し，まちづく

り計画の検討を開始しました。 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
設
置 

●北口駅前広場・地
区内サービス道路
の整備や駅前地区
への商業施設の立
地誘導等の方向が
示されました。 

●この構想に基づ
き，駅南口につい
ては，駅前広場や
道路等の都市基盤
や，商業施設・い
ずみホール等の施
設整備が実現され
ました。 
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自動車で利用する場合の駅北口の使いやすさ 

【西国分寺駅北口駅前の現状に対する満足度】 
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平成 27 年に実施した

アンケート調査では，駅

北口の現状に対する満

足度が低く，将来の北口

駅前のまちには，「日常

生活を支える店舗」「歩

行者・自転車の安全な通

行環境」「駅前広場」「魅

力ある街並み」等が必要

だという意見が多い結

果となりました。 

●西国分寺駅一帯は，
国分寺駅一帯ととも
に，市の将来都市構
造の中で，「都市生
活・文化交流の拠点」
に位置付けられてい
ます。 

●将来像実現のための
方策の中で，「西国分
寺駅周辺のまちづく
りの推進」は，優先
的に取組むべき施策
に位置付けていま
す。 

西国分寺駅周辺整備
基本構想は，駅開設を機
に，駅北口及び南口の整

備の基本的な方向性を
示したものです。 

国分寺市都市計画マスタープランは，市の都市

計画・まちづくりの分野の基本となる計画です。 

都市生活・文化交流の拠点 

 

JR 西国分寺駅 

北口 

南口 

西国分寺駅北口周辺地区は，JR 中央線
と武蔵野線が乗入れる西国分寺駅から，ほ
ぼ 500ｍ圏内に位置する，交通利便性の
高いエリアです。 

 

西国分寺駅北口周辺地区 

都市計画道路 

西国分寺駅 
国分寺駅 

【将来の西国分寺駅北口駅前のまちに必要なもの】 
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約 26ha 

【まちづくり推進地区指定範囲】 

 

ＪＲ中央線 

事業実施 

南西地区（駅南口）については， 

西国分寺駅周辺整備基本構想に

基づき，駅前広場や道路等の都

市基盤や，商業施設・いずみホ

ール等の施設整備を行いまし

た。 

 

南東地区（鉄道学園跡地とその

周辺）については，西国分寺地

区住宅市街地総合整備事業によ

り，住宅・道路・公園などの一

体的な整備を進めてきました。 

 

北東地区については，都市計画

緑地「姿見の池緑地」をはじめ

とした緑に囲まれた落ち着きあ

る住宅地が形成されています。 

南西地区 

南東地区 

北東地区 

その一方で，西国分寺駅北口周辺地区は，構想において方

向性が示されているものの基盤整備などが不十分なまま宅

地化が進行しています。 

 

 

地区内道路の約

8 割が幅員 6ｍ

未満であり，狭

あい道路と道路

ネットワークの

改善が大きな課

題となっていま

す。 

【幅員別道路現況図】 

 １．西国分寺駅北口周辺まちづくりの背景 
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 ２．これまでの検討経過 

 

 

 

まちの魅力と課題を探る 

第１回協議会では，

これまでのまちづく

りの取組，協議会の進

め方，地区の現況等の

確認を行い，自由に意

見交換しました。 

第３回協議会では，これまでの協議会と懇談会で議論を行った「まちの魅力と課題」を整理しました。協議会と懇談会の

意見からは共通項が多く見られ，概ね共通認識があることが明らかになりました。 

また，まちの魅力と課題を整理した結果見えてきた，「まちづくりの方向性を考える視点」を踏まえて，未来の西国分寺

駅北口周辺地区のコンセプト等について，事例を見ながら話し合いました。 

第 2 回協議会は，『西国分寺駅北口周辺地

区のまちの魅力と課題を探る』をテーマに，

3 つのグループに分かれてまち歩きを行い，

その後グループワークで意見を出し合い，発

表を行いました。 

まちづくりの方向性を考える視点① 

【まちの魅力と課題の整理】 

まちづくりの方向性を考える視点② 

 地区の主要な機能を考え

る上では，「閑静な住環境」

がキーワードになる 

 今の子どもたちが大人に

なった頃（10～20 年後）

をイメージする 

 人中心のまちづくり 

 西国分寺ブランド 

をつくる必要がある 

【まちづくりの方向性（案）】 

 

第 2 回懇談会では，現状課題を「まとまり（ゾーン）で考える課題（土地利用等）」と「骨格（ネットワーク）で考える課題（駅前広場・道路等）」に分け，検討図を

使いながら，それぞれの課題改善の方向性について話し合いました。また，それらを踏まえて「地区全体のまちづくりの方向性」についてコンセプトやアイデアを出し

あいました。 

まちづくりの方向性 
( ) 
 
ゾーニング（土地利用等） 

の方向性 

公共施設（道路・駅前広場等）
の方向性 

第１回懇談会では，「まちの魅力と課題」，

「課題改善策と魅力を活かしたまちづくりの

アイデア」をテーマに，４グループに分かれ

てワークショップ形式による意見交換を行い

ました。 

平
成
30
年
度 

ま
ち
づ
く
り
の
具
体
化
方
策
の
検
討
・
将
来
像
の
検
討
・
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
案
）
と
り
ま
と
め 

まちづくりの方向性の検討   
まちづくりの 
方向性（案） 
の決定 

 

中
間
報
告
会 

平
成
30
年
３
月
22
日
（
予
定
） 

検討開始 まちの魅力と 
課題の整理 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

懇 

談 

会 

地区全体のまちづくりの方向性 

協議会の中で出された 

キーワード 

 

◆◆まとまり（ゾーン）で考える課題（土地利用等）◆◆ 
①ゾーニングの必要性・分け方 
 エリアによって課題が異なるため，ゾーン区分

は必要。 

 概ね右図の 4 つのエリアで区分。 

 駅前広場を魅力的な空間とするためには北口

駅前エリアを広げても良いのではないか。 

②各ゾーンの方向性 
【北口駅前エリア】 
 商業利用，高度利用が想定されるエリア。 

 他駅前とは違う街並みにしたい。よくある高層マンションの景観は，つまら

ない。 

 事業資金・移転先を考えるとある程度の高層マンションは必要。 

【西恋ヶ窪２丁目北側エリア】 
 戸建というより中層の建物のイメージ。 

 地域の農業を活かす・農地の乱開発防止。 

 地区の個性を出していくには，ここをどうするかが鍵。 

【西恋ヶ窪 2・3 丁目，日吉町エリア】 
 ここを安全で落ち着いた素晴らしい住宅街にすることが地区全体の付加価

値向上につながる。 

【都市計画道路沿道エリア】 
 沿道型の施設やマンションが建っても良い。 

◆◆骨格（ネットワーク）で考える課題（駅前広場・道路等）◆◆ 
①駅前広場の考え方 
 人中心の駅前広場（バリアフリー・駅からロータリーは離しても良い・

居住者からすれば人中心）。 

 見晴らしの良い駅前広場。 

 来街者に自慢できる空間づくり。国分寺駅とは違うイメージ。 

 国分寺駅のような無機質な駅前にならないよう，地区の資源（史跡など）

とつなげて魅力ある空間とする。 

 大型の路線バスのニーズは少ない。過大なロータリーは不要。ただしコ

ミュニティバスの乗入れは必要。 

 人も車も入れるような駅前広場（動線を分ける）。 

②道路ネットワークの考え方（道路の性格・ネットワーク） 
【道路の性格】 
 駅前は基幹的な道路。地区内は生活道路（緊急車両の通行に支障ない程

度の幅員）。 

【ネットワーク】 
 駅前広場へのアクセス道路と地区内道路と切り分ける（通過交通の流入

を防ぐ）。 

 閑静な住環境の維持のためには，通過交通を入れない方が良い。 

 基本的なネットワークの考え方は，昭和 54 年構想を活かす。ただし幅

員は緊急車両の通行に支障ない程度。 

 今の道路網は迷路のようなので，通り抜けられる道路がほしい。 

北口駅前エリア 

西恋ヶ窪２丁目北側エリア 

都市計画道路沿道エリア 

西恋ヶ窪 2・3 丁目， 
日吉町エリア 

◆◆コンセプト◆◆ 

 静かな住環境 

 暮らしやすい・住民が主役のまち 

 住んでいることを誇れるまち 

◆◆アイデア◆◆ 
 誇れるまち，憧れられるまちにす

るため，ある程度のブランド化が
必要。 

 国立に負けたくない。 

 視察に来るような先進的な福祉の
まちにする。 

 福祉や癒しの施設を目玉にする。 
（駅直結バリアフリーの病院・温泉等） 

 地域の農業を活かす・地産地消を
進める。 

 駅前に市内に無い機能を持たせる。 
（コンベンションセンター・多目的

ホール・スタジアム等） 

これまでの協議会と懇談会での意

見を踏まえて作成した「まちづくりの

方向性（事務局案）」をたたき台とし

て，「まちづくりの方向性（西国分寺

駅北口周辺地区ブランドコンセプ

ト）」「ゾーニング（土地利用等）の方

向性」「公共施設（道路・駅前広場等）

の方向性」について検討し，協議会に

よる「まちづくりの方向性（案）」を

とりまとめました。 
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 ３．まちの魅力と課題の整理 

【その他】 
[課題] 
 第九小学校への通学路の安全性が課題。 
[提案] 
 国 3・4・6号線に市民がわかりやすい名
称をつける。 

 

【その他】 
[課題] 
 高架下が低い。 
[提案] 
 高架下の空間を利用して，何かイベントを
してはどうか。 

 

【都市基盤】 
[課題] 
 通りが狭く，危険な道路。 
[提案] 
 東西の通り抜け道路の整備が必要。 
 広い道路が一本東西にできると，車のスピ
ードも上がるので児童には危険になる。 

 
【その他】 
[課題] 
 東西の横断が不便になった。 
[提案] 
 国 3・2・8号線の名称を「新府中街道」
に統一する。 

 

【都市基盤】[課題] 
 東西・南北ともに交通量が多く危険な交差点。 
 
【魅力】 
 閑静な住環境が魅力。静かな環境を残したい。 
 通過交通がなく，車両が入りにくいのは住環
境には利点。 
 

【緑・景観】[課題] 
 宅地内の緑が少ない。  
【安心・安全】 
[課題] 
 緊急車両が入りにくい。 
 木造住宅が密集している箇所がある。建て詰
まりによる火災などの防災面に不安がある。 

[提案] 
 緊急車両が入れない場所を洗い出して解決し
ていく。 
 緊急車両が進入可能な道路を整備する。  
【都市基盤】 
[課題] 
 道路が狭い。行き止まり道路，ループ道路が
多く通り抜けできない。 

[提案] 
 地区内道路の問題は，要所の改善で対応。 
 
 

【土地利用】[課題] 
 空き地，駐車場等が多い。 
 ミニ開発等により，小さな家が立ち並ぶ可能性がある。 

【都市基盤】[課題] 
 南北の行き来ができ
なく，不便。 

 

【土地利用】[課題] 
 駅前に戸建て住宅が多く，共同住宅などの賃貸住宅が少ない。 

 
【都市基盤】 
[課題] 
 道路が狭い。行き止まり道路，ループ道路が多く通り抜けできない。 
[提案] 
 住環境としては，通過交通がなく，車両が入りにくいのは利点。 
 地区内道路の問題は，要所の改善で対応する。 

【将来を見据えて考えなければならない課題】 
[提案] 
 （将来の空き家対策として）駅前に高層住宅を
つくる。また，公園などの緑地を増やし，人口
増加の方向性を検討してはどうか 
 戸建て住宅だけのまちでは，住民も人口も限定
されてしまうので戦略が必要。 

【魅力】 
 

 

【魅力】 
 大きな農園が多く，緑が多い。 
 畑が減少しているが，一団で残っている。 
[提案] 
 国分寺市の特徴である都市農地をここでも守りたい。 
 緑と農のある風景を活かしてまちづくりを進める。 
 
【魅力】 
 駅前の個性ある店舗は魅力。 
 駅前の界隈性は守りたい。 
[提案] 
 駅前の個性的な商空間のイメージを大事にする。 
 駅前の個性ある店を残していくのが他の差別化につながる
のではないか。 
 

【将来を見据えて考えなければならない課題】 
[課題] 
 単なる乗換駅になっている。 
 駅前としての顔がない。 
[提案] 
 乗換利用客に，いかに改札の外に出てもらえるかが重要。 
 いかに西国分寺駅を利用してもらえるかが重要。 
 西国分寺駅の玄関は北口とし，周辺にある地域資源へアクセ
スしてもらう。  

【土地利用】 
[課題] 
 駅前が暗い。賑わいが足りない。 
 駅前なのに用途地域の規制が厳しく，商業施設が建設できな
い。 
 駅前がごちゃごちゃしている。 
 商業施設が少なく，魅力に欠ける。 
[提案] 
 商業集積により駅前の利便性や魅力を向上させる。 
 情報発信や観光案内の場が必要。 
 市役所窓口，図書館，集会所，イベントホール等が必要。 
 駅前に商店街を整備する。 
 まずは早く駅前の用途地域を変更するべき。 
 駅前にはある程度高層の高級マンションが欲しい。 
 駅前は高層ビルではなく閑静な住宅街を望む。  
【緑・景観】[提案] 
 駅前広場を魅力的に整備することが最重要。 
 駅前に見晴らしの良い，皆が集まれる広場や公園があると良
い。  

【安心・安全】[課題] 
 駅前の防災性が気になる。 
 細い路地に看板を出していて危険。   
【都市基盤／駅前広場】 
[課題] 
 北口駅前にバスが入って来られない。 
 駐輪場が不足している。 
 駅前広場は車・自転車・歩行者の動線が交錯していて危険。 
[提案] 
 まちづくり計画と一体となった駅前広場整備を希望する。 
 周辺施設の回遊拠点となる駅前広場を整備する。 
 子供が遊べる広場・地域のイベントが行える広場が駅前にあ
ると良い。 
 人と車，自転車を分けるルールが欲しい。 
 バリアフリーにする。 
 今後の需要もふまえて駅前駐車場の再整備を検討すべきだ。 
 

【将来を見据えて考えなければならない課題】 
 

 

 

  ＜緑豊かな環境・農のある風景＞ 
[魅力] 
 緑環境が魅力。農地・公園・敷地内
緑地がまちの雰囲気を作っている。 
 Ｘ山，姿見の池，武蔵国分寺公園等，
周辺にも緑の資源が豊富。 

 

[提案] 
 国分寺市の特徴である緑と農をまち
のコンセプトにしたらどうか。 
 都市農地を守りたい。 
 

 ＜味わいある駅前界隈＞ 
[魅力] 
 駅前の個性ある店舗は魅力的。 
 駅前の界隈性は守りたい。 

 

[提案] 
 駅前の個性的な商空間のイメージを
大事にする。 
 個性ある店を残していくことが他の
駅との差別化になる。 

 

 ＜将来の社会構造の変化への対応＞ 
[課題] 
 定住人口が増えるような魅力をつ
くる必要がある。 
 このままだと，人口が減っていくだ
けで良いまちにはならない。 
 高齢者の割合が増える一方である。 
 建替えがしづらい宅地形状により，
空き家が増加している。 

 
 

 
[提案] 
 地区内に４世代が暮らせるような色々な住
み方，住み分けができると良い。 
 住むために選ばれるような魅力あるまちを
考える。 
 中途半端な開発をするくらいならこのまま
がいい。 
 人口が減っていくことを考えるとこのまま
がいい。 

 
  [提案] 
 西国分寺駅北口周辺を自慢できるまちにし
たい。 
 外からお金を落としてもらえるようなまち，
丸の内のような人が来るまちにする。 
 国分寺とは違った方向性で，個性を打ち出し
たまちづくりを行う（地場野菜販売， 
オープンカフェ等）。 
 歴史を感じられる，広々としたまちにする。 
 地区の周辺の魅力も取り込みながら考える。 
 若者が住みたくなるまち。 
 
 

＜まちの個性・魅力不足＞ 
[課題] 
 このまちには魅力がない。 
 住むには良いところだが，対外的に
誇れるものは特段ない。 
 国立駅に流れている利用者を西国
分寺駅に呼び込むために，西国分寺
ブランドを確立する必要がある。 

 
 

 
 

 
 【土地利用】 
＜多様な土地利用の調和＞[課題] 
 範囲が広いので，地区内でも性格の違いを意識する必要がある。 
 農地，商業地，住宅街などのゾーニングを考える。 
 住宅環境は基本的に今のままで良い。 
 
  【緑・景観】 
＜農地以外の緑が少ない・景観的な魅力に欠ける＞ 
 
 
[課題] 
 建築物で見栄えの悪い建物がある。 
 
 

[提案] 
 木陰のある公園が欲しい。 
 
  【安心・安全】 

＜防災性に課題＞ 
[課題] 
緊急車両が入れる場所が限られる。 
災害時の避難場所が不足している。  
＜防犯面＞[課題] 
交番・警察署・保健所がない。 
街灯が少なく，夜暗い。 
 

[提案] 
緊急車両が進入可能な道路を整備する。 
防災拠点（広場）が必要である。 
 
 

 【都市基盤】 
＜地区内道路網が脆弱＞ 
[課題] 
 道路が狭い。行き止まり道路やルー
プ道路が多く，通り抜け出来ない箇
所が多い。 
 東西南北のメイン通りが無いため，
道路ネットワークが弱い。 

[提案] 
 東西南北の通り抜け道路の整備が必要。 
 国 3・4・6号線から，北口ロータリーまで
のアクセス道路の整備が重要。 
 道路をつくる，拡幅することが必要。 
 構想に位置づけられた道路を市が整備する。 
 
 ＜歩行者・自転車の通行環境の安全性が課題＞ 

[提案] 
 通過交通がなく，車両が入りにくいのは住環境には利点でもある。 
 通過交通の流入を防止しつつ，消火活動を行うため，あえて通り抜けできない，
広幅員の行き止まり道路を作る。 

 

＜閑静な住環境＞ 
[魅力] 
 閑静な住宅地。 
 通過交通がなく，車両が入りにくい
のは住環境には利点。 
 高級住宅地になるポテンシャルが
ある。 

 

[提案] 
 静かな住環境は残したい。 
 地区内道路の問題は，要所の改善で
対応。 

 

[提案] 
 保育園が多いので，子どもが遊べる
広場を駅前に整備する。 

 

＜暮らしやすい・子育てしやすい＞ 
[魅力] 
 電車の利便性が高い。 
 近隣にスーパー，病院等があり便利。 
 保育園等が多く子育て環境が良い。 
 

＜駅周辺の４つのエリアの連携・役割分担＞[提案] 
 西国分寺の玄関は北口とし，北口から周辺にある地域資源にアクセスしてもらう。 
 周辺施設の回遊拠点になるような駅前広場を整備する。 

 

（1）課題図 
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（２）まちの魅力と課題の整理 

これまでの協議会および懇談会で議論したまちの魅力と課題を整理しました。その結

果，地域の持つ魅力は，暮らしやすい住環境を柱とするものであり，また課題については，

土地利用や道路基盤，防災性等の現状課題とともに，将来を見据えて考えなければならな

い課題（社会構造の変化（人口減少・高齢化等）への対応，まちの個性・魅力不足等）が

あることが明らかになりました。 

これらの議論を踏まえると，西国分寺駅北口周辺のまちづくりの方向性を考えるにあた

っては，「地域の持つ魅力（暮らしやすい住環境）を活かし，磨きをかける」とともに，

将来，社会構造が変化する中にあっても「訪れる人を惹きつけ，住む人が誇りを持てる個

性をつくる」こと，この２つの視点が必要であると考えられます。 

 魅力

課題 

現在  未来

まちの個性・魅力不足 

将来の社会構造の変化 

（人口減少・高齢化等）への対応 

地区内道路網が脆弱 

駅前広場不足 

歩行者・自転車の 
通行環境の安全性に課題 

防災性に課題 

防犯面に課題 

駅前の利便性・にぎわい不足 

多様な土地利用の調和 

住環境の保全 

駅周辺の４つのエリアの連携・役割分担 

農地以外の緑が少ない 

景観的な魅力に欠ける 

 

【地域の持つ魅力】 

【現状課題】 【将来を見据えて考えなければならない課題】 

暮らしやすい・子育てしやすい 

閑静な住環境 

味わいある駅前の界隈性 

緑豊かな環境・農のある風景 

 訪れる人を惹きつけ，

 住む人が誇りを持てる

 個性をつくる

まちづくりの 
方向性 
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 ４．まちづくりの方向性 

（１）まちづくりの方向性（西国分寺駅北口周辺地区ブランドコンセプト） 

 西国分寺駅北口周辺地区は，どんなまちを目指すのでしょうか。 

「地域の持つ魅力（暮らしやすい住環境）を活かし，磨きをかける」 

「訪れる人を惹きつけ，住む人が誇りを持てる個性をつくる」 

 まちの魅力と課題を整理した結果導き出された，この２つの視点をもって，まちづくりの方向性（コ

ンセプト）について議論しました。 

 

【コンセプト１】  暮らしやすい魅力的な住宅都市 

 西国分寺駅北口周辺地区の最大の魅力は，「暮らしやすい住環境」にあります。まちの機能の中心を「住」に置き，

この質を高め，どこよりも暮らしやすいまちにしていくことが，他のまちとは違う個性を形づくる第一歩です。 

 西国分寺駅北口周辺地区は，地域の持つ魅力（閑静な住環境・暮らしやすい・子育てしやすい・緑豊か

な環境・農のある風景・味わいある駅前の界隈性）を活かし，磨きをかけるとともに，土地利用や道路

基盤，防災性等の現状課題を改善し，多様な世代がそれぞれの時間を楽しみながら住み続けられる，緑

と農と調和した魅力的な住宅都市を目指します。 

 

【コンセプト２】  人が中心の都市デザイン 

 少子高齢・人口減少社会を迎え，我が国では，自動車による移動が主体のまちから，歩いて暮らせる集約型の地

域構造への再編を推進しています。これにともない，駅前広場や道路等の考え方も，自動車中心から人中心の空間

構成へ転換しつつあります。 

 西国分寺駅北口周辺地区は，このような社会構造の変化を見据え，公共空間をはじめとする都市デザイ

ンにおいて，「人が中心であること」を一貫して追求していきます。 

 このコンセプトに基づいて，歩行者優先の動線やコミュニティのための道路，ぶらりと立ち寄りたくな

るような居心地の良いスペースのある人中心の駅前広場等，優れた「人が中心の都市デザイン」を実現

することで，訪れる人を惹きつけ，住む人が誇りを持てるまちの個性をつくっていきます。 

 

【コンセプト３】  まちを育て誇りを育む [エリアマネジメント※] 

少子高齢化や人口減少が進み，経済成長がピークに達する等，社会の転換点を迎える中で，都市に対する価値観

は，経済成長に重点を置き，人口急増に対応する「成長都市」から，経済的な繁栄ではなく，精神的豊かさや生活

の質の向上を重視する「成熟都市」へと移行しつつあります。このような価値観の変化の中で，選ばれるまち・住

み続けられるまちになるためには，「つくること（都市整備・開発）」だけでなく，「育てること（整備された都市空

間をうまく使いこなし，地域の良好な環境や価値を維持向上すること）」までを考えた，一過性でない持続性の高い

まちづくりにシフトしていく必要があると言われています。 

 西国分寺駅北口周辺地区を，活力を保ちながら持続するまちにするために，住民や行政をはじめとする

多様な主体が連携し，都市空間を活用したイベントやまちの情報発信，防災・防犯や環境維持等の活動

を通じて地域の価値を維持向上する「エリアマネジメント」を推進していきます。 

 「エリアマネジメント」の活動を通じて，「暮らしやすい魅力的な住宅都市」「人が中心の都市デザイン」

をコンセプトとした地域の個性と，個性によって創り出された地域の価値の更なる向上を図り，西国分

寺駅北口周辺地区をブランドとして確立していきます。 

 これらの活動を通じて交流を深め，コミュニティを育むとともに，西国分寺駅北口周辺地区に住む誇り

を育んでいきます。 

どこよりも暮らしやすいまち 

多様な世代がそれぞれの時間を楽しみながら住み続けられるまち 

緑と農と調和したまち 

【コンセプト１】 

【コンセプト２】 

歩行者優先の動線 

 コミュニティのための道路 

ぶらりと立ち寄りたくなるような居心地の良いスペースのある人中心の駅前広場 

※エリアマネジメント：特定のエリアを対象に，良好な環境やエリアの価値を維持・向上させようという取組で，地域の住民・事業主・地権者等が主体的に広報・交流・防災防犯・環境維持活動等を自立的・継続的に実施するものです。具体的な取組例とし

ては，地域イベントの開催やオープンカフェ運営によるにぎわい創出，公共の歩行空間を活かした広報・広告による収益を公共空間の管理費に充てるなどの取組があげられます。札幌駅前通地区（札幌市）や梅田地区（大阪市），そ

の他のエリアで様々なエリアマネジメントの取組が行われています。 

【コンセプト３】 

住民や行政をはじめとする多様な主体の連携 

 
都市空間を活用した多様な活動による地域の価値の維持向上 

西国分寺駅北口周辺地区ブランドの確立 

西国分寺駅北口周辺地区に住む誇りの醸成 
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②西恋ヶ窪二丁目北側エリア 

③西恋ヶ窪二・三丁目，日吉町エリア 

③西恋ヶ窪二･三丁目，日吉町エリア 

 戸建住宅を中心とした閑静な住環境の保

全・更なる質の向上 

 農地や緑豊かな環境と調和した住宅地景

観の形成 

 防災性の向上 

①北口駅前エリア 

④都市計画道路沿道エリア 

 

（２）ゾーニング（土地利用等）の方向性 

②西恋ヶ窪二丁目北側エリア 

 周辺の戸建住宅地や農地と調和した，良好な中低層の住居系市街地の形成 

 北口駅前エリアと一体となった魅力的なまちなみの形成 

 農地の緑の資源としての保全・活用の検討 

④都市計画道路沿道エリア 

 地域の利便性を高める施設の立地誘導 

 魅力ある沿道のまちなみ形成 

 防火性の高い建築物の立地誘導による

延焼遮断機能の向上 

①北口駅前エリア 

 魅力的な住宅都市の入り口にふさわしい，まちのシンボルとなる人中心の駅前広場の創出，

及び良好なまちなみの形成 

 生活利便性を向上する機能を有する複合市街地の形成 

 良好な住宅都市としてのまちの価値を高める施設の立地誘導 

 駅に近い利便な立地を活かした土地利用の推進 

土地利用等の方向性については，協議会と懇談会での議論，平成 27 年度に行なった意

向調査結果および上位関連計画を踏まえ，地区内でも課題の違いがあることから，４つの

ゾーンに区分し，ゾーン毎に定めることとしました。 

※ このゾーニングは，まちづくり検討の中間段階のものです。今後の検討により，変更する可能性が

あります。 
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（３）公共施設（駅前広場・道路等）の方向性 

1) 駅前広場の方向性 

 西国分寺駅北口周辺地区の入り口にふさわしい，緑と調和した憩いの場となる交流広場

を創出し，人がぶらりと立ち寄りたくなるような居心地の良いスペースとする。 

 少子高齢・人口減少社会を迎え，我が国では，自動車による移動が主体のまちから，歩

いて暮らせる集約型の地域構造への再編を推進していることを踏まえ，車両の交通処理

スペースは必要最低限とする。 

 車優先ではなく人優先の動線および空間配置とする。 

2) 道路ネットワークの方向性 

【道路の性格】 

駅前 

 駅前広場へのアクセス交通を処理する基幹的な道路。 

駅前以外の区画道路 

 地区内の生活交通を担う，歩車共存型のコミュニティ道路。 

 緊急車両の通行や消防活動を行うための基礎的な防災機能を持つ道路。 

【ネットワーク】 

 既存道路網を前提とし，東西南北の主要区画道路のルートを確保することを基本的な考

え方とする。 

 区画道路に，駅前広場へのアクセス交通や，地区外からの通過交通が流入しないよう，

対策を検討する。 

公共施設の方向性については，西国分寺駅周辺整備基本構想（昭和 54 年）で示された

基幹的公共施設計画をもとに，将来の西国分寺駅北口周辺地区のまちにふさわしい駅前広

場のあり方・道路の性格やネットワークは何かを議論し，方向性を定めました。 

【人中心の駅前広場の空間デザイン例】 
 姫路駅北駅前広場 
 車両乗降場を脇に配置。駅前広場の約７割を歩行

者空間とするトランジットモール（歩行者と公共交

通優先）型の駅前広場。 

日向市駅前広場 
 駅前の交流広場には芝生の緑が広がり，市民の憩

いの場として使われている。この広場を会場に多彩

なイベントも開催され，地域の拠点となっている。 

出典：姫路市ウェブサイト・日向市ウェブサイト・都市づくりパブリックセンターウェブサイト 

 

広場全景 

 

芝生広場 

 

キャッスルガーデン 

  

JR 姫路駅 

芝生広場 

キャッスルガーデン 

車両乗降場 

広場全景 

 

交流広場 

 

JR 日向市駅 

交流広場 

車両乗降場 

※ この事例は，駅前広場の空間デザインを例示するものであり，駅前広場の規模を示すものではありません。 
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 ４．まちづくり計画の策定に向けて 

第１回（H29.6/20） 

『これまでのまちづくりの取組と 

地区の現況』 

第２回（7/19） 
『まちの魅力と課題を探る』 

（まち歩き点検・グループワーク） 

第３回（10/17） 
『まちの魅力と課題の整理』 

『まちの魅力と課題を踏まえた 

まちづくりの方向性の検討に向けて』 
（事例を参考にしながら） 

第４回（H30.2/9） 
『まちづくりの方向性の検討』 

-どんなまちを目指すのか- 

第６回（８月頃）予定 
『方向性を踏まえたまちづくりの具体化方策の検討』 

（公共施設の整備/土地利用） 

 

第７回（12 月頃）予定 
『方向性を踏まえたまちづくりの具体化方策の検討』 

（公共施設の整備/土地利用/安全・安心/緑・景観） 

『まちの将来像の検討』 
『まちづくり計画（素案）の検討』 

第８回（H31.２月頃）予定 
『まちの将来像の決定』 
『まちづくり計画（案）の検討』 

まちづく り 協議会 

第１回（9/2） 
【情報提供】まちづくり協議会開催報告 

【ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ】『まちの魅力と課題』 
『課題改善策と魅力を活かしたま

ちづくりのアイデア』 

第２回（12/2） 
【情報提供】まちづくり協議会の検討報告 

【ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ】『まとまり（ゾーン）で考える課題
改善の方向性（土地利用等）』 
『骨格（ネットワーク）で考える課題
改善の方向性（駅前広場・道路等）』 
『地区全体のまちづくりの方向性』 

懇 談 会 

第４回（６月頃）予定 
【情報提供】まちづくり協議会の検討報告 

【ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ】『方向性を踏まえたまちづくりの

具体化方策の検討』 

（公共施設の整備/土地利用） 

第５回（９月頃）予定 
【情報提供】まちづくり協議会の検討報告 

【ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ】『方向性を踏まえたまちづくりの

具体化方策の検討』 

（安全・安心/緑・景観） 

第３回（H30.3/22）  【中間報告会】 
『まちづくりの方向性案・これまでの検討報告』 

「西国分寺駅北口周辺まちづくり計画（案）」

の市長へ報告 

今後は，まちづくりの方向性を踏まえて，まちづくりの具体化方策を検討し，それらが実現化され

た理想像である「まちの将来像」を定め，「まちづくり計画」として取りまとめていきます。 

 

 

 

国分寺市まちづくり条例に基づく各手続き（公告・説明会など）を経て 
「西国分寺駅北口周辺まちづくり計画」を決定 

平
成
31
年
度
以
降 

都市計画の変更や事業化に向けた取り組み 

第５回（５月頃）予定 
『まちづくりの方向性の決定』 

-中間報告会を踏まえて- 

『方向性を踏まえたまちづくりの具体化方策の検討』 

（公共施設の整備/土地利用） 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎西国分寺駅北口周辺まちづくりに関する情報は，市のホームページでも紹介しています。 

市ホームページ，サイト内検索で 西国分寺駅北口周辺まちづくり と入力して検索して 

ください。 

◎また，右記の QR コードからも国分寺市のサイトにアクセスできます。 

国分寺市 まちづくり部 まちづくり推進課 
〒185-8501 国分寺市戸倉１丁目６番地１  電 話 番 号：042-325-0111（内線456） 
E - m a i l：machisuishin@city.kokubunji.tokyo.jp 

発 行 
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